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副
町
長
就
任
の

副
町
長
就
任
のごあ

い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

越
前
町
副
町
長

野　
　

賢　

一

　

こ
の
た
び
町
議
会
の
ご
同
意
を
賜
り
、
4
月
1

日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
副
町
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
学
菲
才
の
身
ゆ
え
、
職
務
の
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
職
員
と
し
て
培
っ
た
経
験
を
活
か

し
、
内
藤
町
長
の
も
と
、
公
正
で
公
平
な
町
政
を

実
現
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

誠
心
誠
意
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
と
ぞ
町
民
の
皆
さ
ま
の
、
な
お
一
層
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

3
月
31
日
付
け
で
教
育
委
員
会
委
員
に
駒
野
與
治
右
ヱ
門

さ
ん
と
、
荒
明
義
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、4
月
1
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、委
員
長
、同

職
務
代
理
者
お
よ
び
教
育
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺 

阪  　

 

眞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内　

郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春 

木  

誠 

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内　

郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委　

員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
野  

與
治
右
ヱ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
織　

田
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒　

  

明 

義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広　

野
） 

　

4
月
か
ら
新
た
に
21
人
の
先
生
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

越前町職員人事異動（4月1日付）

新
赴
任

職  

名

氏　
　

名

旧
所
属

朝
日
小

教

諭

渡
邉　

美
穂

越
前
市
大
虫
小
学
校

〃

教

諭

荒
木　

淳
子

鯖
江
市
中
央
中
学
校

〃

教

諭

寺
下　

陽
子

鯖
江
市
中
河
小
学
校

〃

教

諭

木
下　

恵
理

あ
わ
ら
市
芦
原
中
学
校

糸
生
小
事
務
職
員

磯
村　

公
彦

お
お
い
町
佐
分
利
小
学
校

宮
崎
小

教

諭

野
瀬　

雅
代

福
井
市
至
民
中
学
校

四
ヶ
浦
小

教

諭

森
川　

美
桜

鯖
江
市
進
徳
小
学
校

城
崎
小

教

諭

高
田　

孝
一

越
前
市
花
筐
小
学
校

〃

養
護
教
諭

笠
原
麻
奈
美

福
井
市
長
橋
小
学
校

織
田
小

教

諭

金
巻　

武
史

鯖
江
市
中
央
中
学
校

〃

教

諭

音
頭　

克
樹

福
井
市
清
水
西
小
学
校

萩
野
小

教

諭

三
上
あ
ず
さ

越
前
市
武
生
東
小
学
校

〃

養
護
教
諭

片
岡　

恵
理

新
採
用

朝
日
中

教

頭

的
矢　

俊
昭

丹
生
高
等
学
校

〃

教

諭

吉
野　

直
美

茨
城
県
水
戸
市
第
一
中
学
校

〃

教

諭

三
田　
　

誠

新
採
用

〃

教

諭

尼
元　

怜
子

新
採
用

〃

栄
養
教
諭

藤
田　

法
子

鯖
江
市
鳥
羽
小
学
校

宮
崎
中

教

諭

藤
下　

慶
昭

福
井
市
足
羽
中
学
校

織
田
中

教

諭

関
口　

昌
広

鯖
江
市
河
和
田
小
学
校

〃

教

諭

伊
藤　

清
賀

新
採
用

【理事級】
所　　　　属 氏　　名

総務理事（兼）税務課長 吉田　治夫
会計管理者（兼）会計課長 小刀称治一

【補佐級】
所　　　　属 氏　　名

納 税 推 進 室 長 補 佐 轟　久美子
高 齢 福 祉 課 長 補 佐 中上　由美
朝 日 南 保 育 所 長 玉邑　弘子
宮 崎 中 央 保 育 所 長 清水　幸子
小 曽 原 保 育 所 長 横田　米子
上下水道課長補佐（上水） 佐々木直人
上下水道課長補佐（下水） 北野　宗昭

【主査級】
所　　　　属 氏　　名

子 育 て 支 援 課 上野　孝則
朝日西保育所主任保育士 牧野由美恵
朝日南保育所主任保育士 芝田　優子
宮崎中央保育所主任保育士 井上佳津代

【主事級】
所　　　　属 氏　　名

税 務 課 下仲　　翔
宮 崎 中 央 保 育 所 木下　祐子
生 涯 学 習 課 牧田　千佳

【単労職】
所　　　　属 氏　　名

朝日学校給食センター 松村　　修
朝日学校給食センター 田中久美子
宮崎学校給食センター 前田　彰治
越前学校給食センター 磯網美代子
織田学校給食センター 三田村保夫

【派遣職員】
所　　　　属 氏名

福井県後期高齢者医療広域連合 渡辺三峰子
鯖江広域衛生施設組合 宮川　泰昌
（財）越前町公共施設管理公社 早坂　英介

　4月から新たに町の職員として、
採用されました。町民の皆さんよ
ろしくお願いします。

監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

選
挙
管
理
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

監
査
委
員
に
次
の
皆
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
は
町
行
政
の
公
正
と
効
率
の
確
保
を
図
る
業
務

を
行
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
監
査
委
員
（
識
見
選
任
委
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

信
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江　

波
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
査
委
員
（
議
会
選
任
委
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

清
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栃　

川
）

　

3
月
30
日
付
け
で
、
選
挙
管
理
委
員
に
次
の
皆
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
選
挙
に
関
す
る
事
務
（
執
行
や
管
理
）
を
行

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委　

員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

友
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中　

野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委　

員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

茂
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樫　

津
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委　

員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

强

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道　

口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委　

員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
野　

茂
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
織　

田
）

平成25年度新採用職員

所　　　属 氏　　　名
住 民 課 堤　　真穂
朝日中央保育所 近藤　泰子
朝 日 西 保 育 所 鈴木　知恵
朝 日 南 保 育 所 三村　彰信
朝 日 北 保 育 所 佐々木　葵
宮崎中央保育所 酒井　基圭
小 曽 原 保 育 所 三田村あずさ
農 林 水 産 課 吉田　卓矢
商 工 観 光 課 付
（財）越前町公共施
設管理公社　派遣

早坂　英介

生 涯 学 習 課 久保　伶奈
文化スポーツ室 三谷　元騎

野　賢一  （の　けんいち）

昭和53年4月 越前町役場採用

平成14年4月 総務企画課長
 （旧越前町）

平成17年2月 議会担当理事

平成17年3月 議会事務局長

平成21年4月 民生理事

平成24年4月 建設理事

平成25年4月 越前町副町長に
 就任
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新しい区長の皆さんです。
よろしくお願いします。

町と町民の皆さんを結ぶ架け橋になっていただく平成25年の区長が決まりました。
各地区の区長は次の皆さんです。

朝日地区
地区会長 坪　川　和　夫
地区副会長 吉　田　憲　明
地区副会長 五　島　利兵衞

区　 名 区　長　名
西 田 中 坪　川　和　夫
内　 郡 佐々木　哲　也
朝　 日 佐々木　博　隆
上 川 去 桒　原　茂　樹
春　 日 仲　保　進一郎
岩　 開 南　　　正　和
佐 々 生 藤　井　雅　夫
宇　 田 藤　井　健　次
気 比 庄 前　原　貞　一
田　 中 竹　内　眞　一
市 藤　坪　憲　雄

乙　 坂 小　川　紀代隆
栃　 川 木　下　 　明
天　 王 木　下　義　信
宝 泉 寺 城　戸　信　彌
金　 谷 吉　田　憲　明
青　 野 荒　木　修　司
頭　 谷 藤　井　文　夫
茱　 原 爲　國　孝　一
境　 野 山　口　明　彦
横　 山 五　島　利兵衞
牛　 越 鈴　木　秀　史
野　 末 児　玉　和　夫
大　 畑 北　　　洋　幸
小　 倉 野　村　峰　朗
葛　 野 　﨑　賢　治
野　 田 野　村　喜代之
下 糸 生 松　山　治　幸
脇 渡　辺　康　仁

大 谷 寺 水　島　秀　夫
中　 野 冨　山　八　郎
上 糸 生 渡　邉　直　光
大　 玉 松　田　清　明
清　 水 戸　田　栄　市
森 渡　邉　邦　男

杖　 立 伊　藤　　　勉
小　 川 野　村　静　雄
真　 木 藤　木　彌太郎
天　 谷 駒　　　啓　一

宮崎地区
地区会長 籔　内　正　三
地区副会長 吉　田　　　滋
地区副会長 江　川　久　平

区　 名 区　長　名
熊　 谷 南　野　清　治
古　 屋 川　嶋　　　巧
増　 谷 上　野　重　隆
小曽原大区 籔　内　正　三
小曽原第１ 木　原　忠　広
小曽原第２ 和　田　存　功
小曽原第３ 木　原　　　清
江波大区 井　上　宣　泰
江波第１ 神　内　　　巍
江波第２ 芝　　　康　行
江波第３ 坂　腰　哲　雄
広　 野 大　西　義　孝
蚊 谷 寺 武　田　　　哲
樫津大区 吉　田　　　滋
樫津第１ 竹　内　義　幸
樫津第２ 山　下　敏　昭
八田新保 増　田　　　勇
舟　 場 西　尾　俊　一
八　 田 江　川　久　平
陶の谷大区 内　田　俊　信
円　 満 山　田　和　賢
上　 野 山　田　利　機
野 鈴　木　幸　一

宇 須 尾 西　森　英　治
大　 谷 佐　藤　正　治
蝉　 口 内　田　俊　信
寺 青　山　紀　昭

越前地区
地区会長 桝　谷　桝　一
地区副会長 森　川　敏　治
地区副会長 堂前 與三右衞門

区　 名 区　長　名
玉　 川 桝　谷　桝　一
血 ヶ 平 清　水　隆　行
左　 右 黒　田　　　
梨子ヶ平 川　岸　善　和
梅　 浦 岡　田　健　
上　 瀬 橋　本　一　志
中　 筋 熊　坂　英　典
下　 側 岸　　　正　則
上　 側 小道世　　　進
鷺　 崎 　岡　喜代史
宿 枝　中　俊　行

新　 保 髙　村　邦　裕
城 ヶ 谷 森　川　敏　治
小　 樟 大　間　憲　之
大　 樟 岩　本　　　勉
道　 口 木　下　 　强
厨 別　司　正　晴

茂　 原 髙　橋　政　嘉
白　 浜 山　下　喜代志
高　 佐 仲　間　一　石
米　 ノ 堂前 與三右衞門
午房ヶ平 嶽　　　　　
六 呂 師 石　田　和　也

織田地区
地区会長 平　沢　藤　德
地区副会長 駒　野　正　憲
地区副会長 佐々木　佐　内

区　 名 区　長　名
織田大区 坂　下　正　人
鎌　 坂 駒　野　宏　治
北 北　嶋　幸　雄
東 福　岡　誠一郎

高　 橋 駒　野　正　憲
辻 小　辻　愼　一

馬　 場 水　田　義　廣
上　 野 矢田部　　　寛
寺　 家 鈴　木　金治郎
杉 の 花 佐々木　修　三
市　 場 谷　口　正　治
堤 小　柳　義　夫

平　 等 平　沢　藤　德
下 河 原 友　廣　健　一
矢　 倉 奥　田　 　文
中 宇　野　一　夫

大 王 丸 毛　利　康　裕
三　 崎 佐々木　秀　雄
打　 越 青　山　　　誠
四 ツ 杉 向　　　孝　男
下 山 中 中　西　　　彰
上 山 中 堀　　清 一 郎
細　 野 伊　部　英　一
岩　 倉 佐々木　勝　行
笹　 川 和　田　久　之
桜　 谷 伊　藤　喜代
山　 田 石　田　志　信
赤 井 谷 渡　邉　健　一
入　 尾 佐々木　佐　内
笈　 松 佐々木　　　嵩
萩野の里 増　田　清　二
脇　 谷 菅　原　淸　輝
丸　 山 木　下　昌　寿
西 ケ 丘 宮　本　義　一
上　 戸 姉　崎　敏　明

平成24年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします。

一般会計の収支の状況

特別会計・事業会計の収支の状況

予算規模

財産の現在高

町債の現在高

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額
一般会計 119億6,000万円 12億4,335万6千円 132億335万6千円
特別会計 64億6,241万7千円 1億1,359万8千円 65億7,601万5千円
事業会計 7億7,951万1千円 102万7千円 7億8,053万8千円
合　　計 192億192万8千円 13億5,798万1千円 205億5,990万9千円

科　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

町 税 2,108,537 2,307,004 109.4%

地 方 譲 与 税 等 364,808 375,323 102.9%

地 方 交 付 税 6,158,447 6,494,013 105.4%

交通安全対策特別交付金 2,000 2,351 117.6%

分 担 金 及 び 負 担 金 357,590 333,615 93.3%

使 用 料 及 び 手 数 料 86,269 82,671 95.8%

国 庫 支 出 金 924,023 673,656 72.9%

県 支 出 金 868,077 391,735 45.1%

財 産 収 入 146,194 120,849 82.7%

寄 附 金 1,401 1,211 86.4%

繰 入 金 67,414 67,321 99.9%

繰 越 金 847,821 847,822 100.0%

諸 収 入 199,675 115,537 57.9%

町 債 1,071,100 0 0.0%

歳  入  合  計 13,203,356 11,813,108 89.5%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

支出済額
C

支出率
C／ A

国民健康保険事業 2,281,529 2,109,753 92.5% 2,149,766 94.2%
介 護 保 険 事 業 2,276,868 1,829,657 80.4% 2,073,755 91.1%
後期高齢者医療事業 230,565 229,829 99.7% 208,296 90.3%
簡 易 水 道 事 業 394,330 241,579 61.3% 361,101 91.6%
公 共 下 水 道 事 業 873,421 246,282 28.2% 766,451 87.8%
集 落 排 水 事 業 363,789 180,767 49.7% 344,828 94.8%
温 泉 事 業 31,745 30,863 97.2% 10,072 31.7%
農林漁業体験実習館事業 27,635 17,546 63.5% 23,661 85.6%
宅 地 造 成 事 業 96,133 0 0.0% 95,897 99.8%
合　　　　　  計 6,576,015 4,886,276 74.3% 6,033,827 91.8%

種　　　　　別 現在高

公  

有  

財  

産

土 地 2,749,556㎡
建 物 210,135㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 790,580千円

基
金
一 般 会 計 4,936,626千円
特 別 会 計 354,201千円

区　　　　　分 現在高
一 般 会 計 11,545,498千円

特
別
会
計

簡易水道事業 2,819,998千円
公共下水道事業 4,055,662千円
集落排水事業 1,817,154千円
温 泉 事 業 12,000千円
宅地造成事業 0千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 2,513,413千円
国民健康保険病院事業 819,397千円
合　　　　　計 23,583,122千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／ C

上水道事業
収益的収支 283,484 268,527 94.7% 283,484 272,234 96.0%
資本的収支 4,617 4,563 98.8% 119,371 118,959 99.7%
合　　計 288,101 273,090 94.8% 402,855 391,193 97.1%

国民健康保
険病院事業

収益的収支 302,144 302,137 100.0% 302,144 297,381 98.4%
資本的収支 12,625 10,000 79.2% 75,539 75,539 100.0%
合　　計 314,769 312,137 99.2% 377,683 372,920 98.7%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで補てんしました。

科　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B／ A

議 会 費 136,296 133,460 97.9%

総 務 費 1,745,385 1,564,310 89.6%

民 生 費 3,185,280 2,699,775 84.8%

衛 生 費 944,424 743,886 78.8%

労 働 費 43,726 43,468 99.4%

農林水産業費 944,192 538,037 57.0%

商 工 費 520,915 438,156 84.1%

土 木 費 1,400,192 410,535 29.3%

消 防 費 459,149 416,259 90.7%

教 育 費 1,444,810 1,065,689 73.8%

公 債 費 1,809,327 1,808,233 99.9%

諸 支 出 金 471,387 471,195 100.0%

予 備 費 1,487 0 0.0%

災 害 復 旧 費 96,786 3,045 3.1%

歳  出  合  計 13,203,356 10,336,048 78.3%

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）

　平成24年度の「一般会計、特別会計、
事業会計の予算規模、収支の状況」と「町
有財産、町債の現在高」をお知らせします。
　なお、予算の執行状況は平成25年3月
31日の状況であり、出納整理期間（4月～
5月）中の収支は含まれておりませんので、
決算状況とは異なります。



広報えちぜん 6平成25年５月号7 広報えちぜん
平成25年５月号

　

4
月
6
日
、
織
田
地
区
で
越
前
町
交
通
指
導
員
会(

織
田

地
区) 
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
元
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
地
区
内
の
交
差
点
約
３
０
０
か
所

に
施
さ
れ
た
「
と
ま
れ
」
の
文
字
や
足
型
マ
ー
ク
を
塗
り
な

お
し
ま
し
た
。

　

約
35
年
間
つ

づ
く
こ
の
事
業
は
、

歩
行
者
の
飛
び
出

し
事
故
の
防
止
の

た
め
に
現
在
も
大

き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
を
心
が
け
て
も
ら
お
う
と
、
鯖
江
交
通
安
全
協

会
・（
一
社
）
福
井
県
自
家
用
自
動
車
協
会
鯖
丹
支
部
か
ら
、
小

学
校
新
一
年
生
と
中
学
校
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
腕

章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

真
剣
な
面
持
ち
で
腕
に
腕
章

を
着
け
て
い
ま
し
た
。

あ
し
が
た
ペ
イ
ン
ト

小
・
中
学
校
交
通
安
全
腕
章
配
布

　

3
月
25
日
か
ら
27
日
、
大
阪
・
鶴
見
緑
地
球
技
場
で
、
第

47
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
福

井
県
か
ら
は
、
小
学
生
の
部
に
男
子
9
チ
ー
ム
・
女
子
6

チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に
男
子
4
チ
ー
ム
・
女
子
3
チ
ー
ム

が
出
場
し
大
健
闘
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　

小
学
男
子
1
部　

優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

小
学
男
子
2
部　

3
位　

朝
日
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

小
学
女
子
1
部　

3
位　

常
磐

　

小
学
女
子
2
部　

2
位　

朝
日
ガ
ー
ル
ズ

　

中
学
男
子
1
部　

3
位　

朝
日
Ｊ
Ｈ
Ｓ

　

中
学
女
子
1
部　

優
勝　

朝
日
中
学
校

　

中
学
女
子
2
部　

優
勝　

朝
日
ク
ラ
ブ

第
47
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
で
福
井
県
チ
ー
ム
が
大
健
闘
！

朝
日
野
球
ス
ポ
少
が
大
会
4
連
覇
に
輝
く
！

〜
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
〜

▲小学生

▲中学生

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
に
、
新
し
く
大
型

複
合
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
へ
、

ぜ
ひ
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

☎
３
６ｰ

２
０
５
０

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

遊
具
広
場
完
成
！

　

3
月
16
日
・
17
日
、
福
井
県
営
体
育
館
で
開
か
れ
た
、
オ

ザ
キ
杯
第
30
回
福
井
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
新
人
戦

大
会
に
、
宮
崎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

序
盤
か
ら
、
危
な
げ
な
い
試
合
運
び
で
勝
ち
上
が
り
、
進

ん
だ
決
勝
で
、
大
野
の
上
庄
キ
ッ
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
0
ー
2
で
敗
れ
、
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

【
決
勝
結
果
】

　

試
合
後
、
選
手
た
ち

は
「
6
月
の
第
33
回

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
大

会
福
井
県
大
会
で
優
勝

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
コ
メ

ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。

福
井
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
新

人
戦
大
会
で
宮
崎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
準
優
勝
！

〜
福
井
県
代
表
と
し
て
實
心
館
仲
保
道
場
2
年
連
続
出
場
〜

　

先　

鋒　

林　
　

滉こ
う

輝き

さ
ん
（
織
田
小
5
年
）

　

次　

鋒　

中
橋　

優ゆ
う

香か

さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
5
年
）

　

中　

堅　

河
端　
　

悠は
る
か

さ
ん
（
城
崎
小
6
年
）

　

副　

将　

川
上　

智ち

加か

さ
ん
（
鯖
江
市 

神
明
小
6
年
）

　

大　

将　

八
杉　

大ひ
ろ

夢む

さ
ん
（
坂
井
市 

高
椋
小
6
年
）

　

5
月
4
日
（
土
）・
5
日
（
日
）
の
両
日
、
東
京
の
講
道

館
で
開
か
れ
る
、
第
33
回
全
国
少
年
柔
道
大
会
団
体
戦
に
福

井
県
代
表
と
し
て
、
實
心
館
仲
保
道
場
が
出
場
し
ま
す
。

　

實
心
館
仲
保
道
場
は
、
3
月
10
日
に
開
か
れ
た
福
井
県
の

予
選
会
で
み
ご
と
優
勝
し
、
2
年
連
続
で
福
井
県
代
表
の
座

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

団
体
戦
に
出
場
す
る
選
手
た
ち
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

4
月
13
日
・
20
日
、
町
内
軟

式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
4

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
第
7
回
越

前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
が
町

営
野
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
各
チ
ー
ム
の
交
流

と
学
童
軟
式
野
球
の
技
術
力
向

上
を
目
的
に
、
チ
ー
ム
総
当
た
り
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

雨
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た
7
日
か
ら
は
延
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
順
位
は
勝
敗
数
、
直
接

対
決
勝
敗
に
よ
り
決
定
）。

　

優　

勝　

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　

準
優
勝　

織
田
Ｊ
Ｂ
Ｃ

　

第
3
位　

越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ　

 

　

第
4
位　

宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ　

　

4
月
14
日
、
町
営
朝
日
総
合
運
動
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
で
第
37
回
鯖
丹
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
21
チ
ー
ム
、
２
２
０

人
の
愛
好
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
試
合
結
果
】

　

優　

勝　

漆
の
里
河
和
田 

（
鯖
江
市
）

　

準
優
勝　

Ｋ
・
Ｓ
ク
ラ
ブ 

（
鯖
江
市
）

　

第
3
位　

朝
日
球
友 

（
越
前
町
）

第
33
回
全
国
少
年
柔
道
大
会
出
場

鯖
丹
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

2 23－21 021－14

3列目：河端哲也さん（左）、林浩隆さん（中）、仲保春義さん（右）
2列目：川上智加さん（左）、河端悠さん（中）、八杉大夢さん（右）
1列目：枩

まつ

村
むら

翔馬さん（左）、林滉輝さん（中）、中橋優香さん（右）

　

3
月
26
日
、
福
井
県
庁
で
福
井
ふ
る
さ
と
百
景
活
動
団
体

の
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
、
西
川
知
事
か
ら
団
体
の
代
表

者
に
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
を
受
け
た
の
は
、
越
知
山
泰
澄
塾
の
ほ
か
、
県
内
で

2
団
体
で
す
。

　

福
井
ふ
る
さ
と
百
景
活
動
団
体
と
は
、
福
井
ふ
る
さ
と
百

景
の
選
定
地
に
お
い
て
、
景
観
の
保
全
・
活
用
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。

　

越
知
山
泰
澄
塾
は
、
越
知
山
を
中
心
に
活
動
す
る
住
民
グ

ル
ー
プ
で
、
越
知
山

の
登
山
道
の
除
草
や

越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー

ク
、
泰
澄
の
道
フ
ァ

ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
越
知

山
の
登
山
道
の
整

備
や
案
内
看
板
の
設

置
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 越

知
山
泰
澄
塾
福
井
ふ
る
さ
と
百
景
活

動
団
体
に
認
定
！！

事務局長の城戸信弥さん（1列目：右から1番目）
塾生の五島利兵衞さん（2列目：右から1番目）
塾生の辻洋次郎さん（2列目：右から2番目）

▲優勝した朝日野球スポーツ
　少年団の皆さん▲朝日球友の皆さん



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と
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男女共同参画室　 ☎34－8715問合せ先

第5期男女共同参画まちづくり
推進員の活動がスタート
　4月17日、えちぜん男女共同参画まちづくり推進員が新たに委嘱さ
れ、会長と副会長が選出されました。推進員の任期は2年間で、地域で
の啓発事業「気づき事業」を中心に取り組みます。
　地域での活動の時にはご協力をどうぞよろしくお願いします。

◎：会長　○：副会長　（敬称略）
議 会 代 表 ○ 木村　　繁
区長会代表 　 桝谷　桝一
企 業 代 表 　 河原けい子 　 中野　智美
朝 日 地 区 　 嵯峨　陽子 　 井上　真次 　 松田　歩美 　 野村　峰朗 　 渡邉　直光
宮 崎 地 区 　 木原　　清 　 小山　正善 　 山下　敏昭 　 関谷　孝一 　 山田　利機
越 前 地 区 ◎ 中西　　清 　 枝中　廣美 ○ 塩治　鈴江 　 大橋　利尚 　 堂前與三右衞門
織 田 地 区 　 佐々木順子 　 中尾　洋子 　 宮上　敏夫 　 堀　留利子 　 杉森　保子
公 募 　 藤田　和範

越前町国際理解講演会 第25回織田信長サミット
　4月13日・14日の2日間、群馬県甘楽町で
第25回織田信長サミットが開かれました。
　サミットでは、静岡県富士宮市の今サ
ミットからの正式加盟やサミット決議文が
承認され、参加市町の紹介や歴史を活かし
たまちづくりなどについて、各首長による
発表も行われました。また、和泉元彌さん
による狂言の鑑賞や情報交換会も催され、
他市町との交流をより一層深めました。

▲町長より委嘱を受ける委員

国際交流室内　越前町国際交流協会　☎34－8713問合せ先

　3月24日、織田コミュニティセンターで、写真家の畑 勝浩さ
ん（ミドリ写真館 代表取締役）を講師に招き、平成24年度越前町
国際理解講演会が開かれました。
　「世界ぐるっとひとり旅　たまには息子とふたり旅」と題され
た講演では、初めに世界70か国以上を旅した写真が音楽ととも
にスライドショーとして流れた後、それらの写真とともに興味
深い話をお聴きすることができました。
　その内容は、「世界には様々な国があるが、どの国でも人は人
であり、多少の文化の違いなどはあるが、基本的には何もかわら
ない。国や民族が違っても、お互い理解し合える存在である。」
というメッセージを強く感じさせるものでした。また、現在内

戦状態が続いているシ
リアについて、平和だっ
た頃にお子さんと訪れ
た時の写真とともにお
話しされ、「平和の尊さ」
を強く訴えられました。

～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～
　朝日・宮崎・越前・織田の各地域コミュニティ運営委員会では、地域住民が地域の特性を活かした魅力ある
まちづくりをするため、身近な課題について話し合うなど自主的・主体的な活動を行っています。

　4月11日、織田コミュニティセンターで第1回運営委
員会が開かれました。内藤町長の来賓あいさつの後、平成
24年度収支決算および平成25年度収支予算などが承認
され、役員改選において新役員が決定しました。また、運
営委員会終了後、各部会にわかれて部会長と副部会長の選
任も行われました。
　今年度は、おたまつ
りや環境美化活動など
の継続事業のほか、新
規事業にも取り組んで
いく予定です。

○新役員の皆さん
　委員長　森川　幸夫さん 監　事　河原洋一郎さん
　副委員長　駒野　信昭さん 　〃　　毛利　康裕さん
　　〃　　杉森　保子さん
　会　計　河原　和代さん
　部会長　臼屋祐樹夫さん（地域づくり部会）
　　〃　　高畑　光夫さん（生活環境部会）
　　〃　　鳥居　裕嗣さん（ふれあい部会）

　4月18日、越前コミュニティセンターで、
内藤町長をはじめ越前地区の町議会議員を来
賓に迎え、第1回運営委員会が開かれました。
　平成25年度の事業計画や収支予算の承認、
役員の選任が行われました。今年度より、運
営委員に全区長と各種団体からの代表者など
を加えた組織となり、より一層活発なまちづ
くり活動が期待されます。
○新役員の皆さん
　委 員 長　仲保チエコさん
　副委員長　濱野　　守さん
　　 〃 　　橋本　篤巳さん　
　会　　計　高矢　陽子さん
　監　　事　橋本　一志さん
　　 〃 　　辻　　健治さん

越前地域コミュニティ運営委員会織田地域コミュニティ運営委員会

　

平
成
24
年
度
の
越
前
町
空
き
家
利
活
用
検
討
委
員
会
の
検
討
結

果
を
ま
と
め
た
中
間
報
告
書
を
、
4
月
10
日
に
町
長
へ
提
出
し
ま

し
た
。

　

越
前
町
空
き
家
利
活
用
検
討
委
員
会
は
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
、

人
口
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少
が
進
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中
、
越
前
町
に
お
い
て
も
今
後
、
空
き
家
が
増

加
す
る
こ
と
が
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定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策
お
よ
び
利
活

用
を
検
討
す
る
た
め
、
昨
年
10
月
25
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
福
井
県
職
員
、
Ｎ
Ｐ
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公
募
委
員
、
越
前

地
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長
会
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各
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域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
の
代
表
者
14

人
で
構
成
し
、
第
1
回
検
討
委
員
会
の
開
催
以
来
、
3
月
ま
で
4

回
に
わ
た
り
空
き
家
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
た

ほ
か
、
富
山
県
射
水
市
へ
の
先
進
地
視
察
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
中
間
報
告
書
で
は
、「
本
町
に
お
け
る
空
き
家
の
現
状
と

課
題
」、「
当
委
員
会
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
取
組
」、「
空
き
家

の
調
査
手
法
」、「
今
後
の
進
め

方
」
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
越
前
町
空
き
家
利
活

用
検
討
委
員
会
は
、
本
年
度
も

委
員
会
を
継
続
し
、
年
度
内
に

最
終
提
言
書
を
作
成
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
間
報
告
書
は
越
前
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（U
R
L http://w

w
w
.tow

n.echizen.fukui.jp/w
ebw

orks/
w
eb/info/detail.jsp?id=

2
6
2
6

）

（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
：「
空
き
家
」）

町
民
と
共
に
空
き
家
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

▲中間報告を提出する桝谷委員長
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住宅用火災警報器設置率めざせ100％！
4月現在の越前町の設置率は97.3％となっています。

　既に設置されているご家庭も、火災警報器が必要な部屋全てに設置してあるか、今一度確認してく
ださい。

・就寝に使用する全ての部屋。
（来客が就寝するような部屋
は除きます）

・就寝に使用する部屋がある
階の階段の踊り場の天井ま
たは壁。（1階の容易に避難
できる階は除きます）

電池の交換 乾 電 池 タ イ プ …… 電池を定期的（1～2年）に交換してください。
リチウム電池タイプ …… リチウム電池は5～7年で交換してください。

設置場所

建物火災に
よる死者数
1,177人

その他建物に
よる死者数
107人

住宅火災に
よる死者数
1,070人

住宅火災に
よる死者数
1,070人

その他
492人
（46％）

逃げ遅れ
578人
（54％）

火災警報器のお手入れをお願いします

建物火災に占める住宅火災の死者数 住宅火災で死に至った経過別割合

※平成24年版「消防白書」　データはいずれも平成23年中

　3月20日の訓練は、皆さんのご協力により実施する
ことができました。ありがとうございました。

火災警報器を設置することで、就寝中など火災に気づきにくい状況でも
早期に発見することができます。

春の消防総合訓練を春の消防総合訓練を
実施しました実施しました

鯖江・丹生消防組合 ※丹生分署　　☎３６－０１１９
 ※朝日分遣所　☎３４－０１１９
 ※越前分遣所　☎３７－０１１９

鯖江・丹生消防ホームページ
http://www.fd-sabaenyu.jp/問合せ先

鯖江・丹生 ※丹生分署　　☎３６－０１１９
消防組合 ※朝日分遣所　☎３４－０１１９
 ※越前分遣所　☎３７－０１１９

　4月1日、丹生分署で、越前消防団の辞令交付式が行われました。
　消防団長に増田順一さん、副団長に久保福治さん、関谷孝一さんが新たに任命
され、新体制がスタートしました。
　地域を守るために新しく入団した団員は、次の皆さんです。

　消防団員による分列行進・規律礼式訓練や消防音楽隊とカラーガード隊によるドリル演奏、消
防防災ヘリとの連携訓練などが行われます。越前町の安全・安心を守る越前消防団員が多数参加
しますので、その雄姿をぜひご覧ください。

5月19日（日） 午後1時30分～
鯖江市東鯖江3丁目
鯖江市陸上競技場および鯖江市総合体育館

（敬称略）

地　　区
入　　　団　　　者

分　団 氏　　　名

朝日地区
第1分団

冨　山　矩　雄
竹　内　祐　介

第3分団 牧　野　　　輝
第4分団 山　口　晃　司

織田地区
第1分団 米　田　託　也
第2分団 福　岡　禎　啓

越前地区

第3分団
長　谷　茂　孝
盛　也　拓　人

第4分団 山　下　富士夫

第5分団
小　松　克　彦
納　谷　将　史

地　　区
入　　　団　　　者

分　団 氏　　　名

宮崎地区

第1分団
山　谷　勝　平
上　平　健　悟

第2分団 寺　　　正　利

第3分団

佐々木　幸　広
堀　　　吉　一
小道世　将　太
近　藤　俊　英
加　藤　宏　幸

第4分団 西　森　和　幸

第5分団
齋　藤　　　努
吉　田　圭　介

越前消防団　入団者の紹介越前消防団　入団者の紹介

鯖江・丹生消防大会開催！鯖江・丹生消防大会開催！

問合せ先

日　時

場　所
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犬の登録と狂犬病予防注射を受けてください！
　畜犬（飼い犬）は法律により、登録と年1回の狂犬病予防注射が義務付けられています。5月15日（水）から
23日（木）までの下記日程により町内各地で狂犬病予防集合注射を実施します。動物病院で、狂犬病予防注射
の接種および注射済票の交付がまだの人は、いずれかの場所で必ず受けてください。

◎ 会場に犬が多く集まると、吠えたり興奮し
たりなど管理上の問題が予想されます。お
年寄りや子どもだけの来場はなるべく控
え、犬を保定（暴れないように抱くこと）で
きる人が申請をお願いします。

◎最近、飼い主のモラルが問われています。
ペットは飼い主を選べません。愛情と責
任を持って飼いましょう。また、周囲に迷
惑をかけることなく、快適にペットと暮
らすためにも適切なしつけをしましょう。
ふん尿などは、適切に処理し、周囲の環境
保全に努めましよう。

◎もし飼い犬が死亡したら、役場保健衛生課
または各コミュニティセンターに死亡届
を提出してください。

【持参物】
① 印鑑
② 登録・注射に必要な料金
③ 案内ハガキ
④ 狂犬病予防注射済証明書
（既に注射を済ませた場合）

【料金表】 （単位：円）
登録手数料 予防注射料金 注射済票交付手数料

計
3,000 2,300 550

新たに登録する犬 ○ ○ ○ 5,850
既に登録済みの犬 ○ ○ 2,850
既に注射、登録済みの犬 ○ 550

月　日 実　施　場　所 時　　間

5月15日（水）

岩開公民館 9：00～ 10：00
朝寿殿前駐車場 10：30～ 12：00
小倉多目的集会施設 13：30～ 14：30
消防朝日第5分団防災施設前 15：00～ 16：00

5月16日（木）

陶の谷サブセンター 9：00～ 10：00
宮崎コミュニティセンター 10：30～ 12：00
八田集落センター 13：30～ 14：30
若竹荘西側駐車場 15：00～ 16：00

5月22日（水）
越前サブコミュニティセンター 9：30～ 10：30
高佐地区集会施設 11：00～ 12：00
越前コミュニティセンター 13：30～ 15：00

5月23日（木）

旧越前町生涯学習センター
織田分館 9：30～ 10：30

萩野生活改善センター 11：00～ 12：00
織田コミュニティセンター 13：30～ 15：00

保健衛生課　 ☎34－8710問合せ先

住宅政策室　 ☎34－8727問合せ先

【対象となる木造住宅】
●昭和56年5月31日以前 着工
で、一戸建 木造住宅で3階建 以下

　（店舗 ど 併用 住宅 、延床面積
1／2以上が住宅 用途で こ 。）

【対象となる耐震診断】
● 「福井県木造住宅耐震促進協議会」が（一般
財団法人）日本建築防災協会 定 「一般
診断法」で行 耐震診断 限 。

【負担額】
●耐震診断　　個人負担  3,000円
●補強プラン　個人負担  3,000円
●あわせて、6,000円の個人負担で「福井県木
造住宅耐震診断士」による耐震診断、補強プ
ランの作成が受けられます。

※耐震診断、補強プラン作成は、原則として
セットでの申し込みになります。ただし、以
前に耐震診断を受けた人は、補強プランの
みの申込みになります。

【対象となる木造住宅】
●昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅。
●町の耐震診断士派遣事業による耐震診断を受
けた木造住宅で診断の結果、診断評点が1.0未
満の住宅

【対象となる改修工事】
❶改修後の診断評点を0.7以上にする耐震改修工事
❷特定居室を対象とし、改修後の部分診断評点を
1.5以上にする部分的な耐震改修工事

※いずれも福井県木造住宅耐震診断士が補強計
画および工事監理を行い、福井県木造住宅耐震
促進協議会の判定を受けること。

【補助金の額】
●上記❶の場合、改修費の23％以内で、80万円
を限度に補助します。
※平成25年度のみ、改修費によってはさらに
最大30万円の上乗せ補助が受けられます。

●上記❷の場合、改修費の23％以内で、30万円
を限度に補助します。

耐震改修工事への支援

　町では住宅の耐震化を促進し、町民の生命・財産を守るために、一戸建て木造
住宅の耐震診断、補強プラン作成および耐震改修工事を支援しています。

※耐震診断、補強プラン作成および耐震改修工事の支援については、募集件数に限りがあります。申込
多数の場合、平成26年度以降になる場合がありますのでご了承ください。

我が家の耐震性をチェックしてみませんか？　　　　　　

　平成25年度の越前町農作業（稲作）標準料金は次のとおりです。農作業標準料金は、農作業の受委託契約を
結ぶにあたって目安となるよう定められたもので、毎年見直しを行います。料金表を参考に、地形・圃場条件
などにより、当事者間で話し合いにより決定してください。

農作業標準料金のお知らせ

（単位：10aあたり）

作 業 区 分 標準料金（円） 適　　　　　　要
耕  起（田 お こ し） 6,300 耕うん 1回がけ
し ろ か き 6,200 耕うん 2回がけ
田 植 え
（田植機（側条施肥）） 7,100 苗代および肥料代含まない

稲刈り（コンバイン） 14,500 生産物の運搬含まない
※標準料金に消費税は含まれておりません。

圃　場　条　件 標　準　料　金　指　針
おおむね30a以上 標準料金適用
おおむね30a未満 標準料金に5％加算
おおむね20a未満 標準料金に10％加算
おおむね10a未満 標準料金に10～ 30％加算

耐震診断・補強プラン作成への支援
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○支援の種類
　● 一時保育（利用者宅または施設での一時保育）
● 子育て家庭への生活支援（食事・洗濯などの
子育て家庭での軽易な日常生活援助）

○利用方法
　利用を希望する人は事前に登録が必要です。
 登録後、利用する際に利用申請書を実施機関
に提出してください。

 登録申込書、利用申請書は、実施機関または
子育て支援課にあります。

○実施機関
● 越前町社会福祉協議会
 （利用者宅での一時保育・日常生活援助）
● 鯖江地域ファミリーサービスクラブ
 （利用者宅での一時保育・日常生活援助）
● ハーツキッズさばえ
 （施設での一時保育・日常生活援助）
● ハーツキッズたけふ
 （施設での一時保育・日常生活援助）

○対　象　者
　町内に住む小学校3年生以下の児童を養育する人

○利用料に対する補助
　1時間あたり350円

越前町社会福祉協議会 ☎34 ｰ 2388
鯖江地域ファミリーサービスクラブ ☎51 ｰ 9036
ハーツキッズさばえ ☎0120 ｰ 70 ｰ 3415

ハーツキッズたけふ ☎0120 ｰ 54 ｰ 3415
子育て支援課 ☎34 ｰ 8725

　「風邪をひいてしまって育児ができない。」「上の子の行事で2、3時間だけ用事が入った。」など、保護者の
仕事の都合、疾病、冠婚葬祭、学校などの公的行事への参加など、一時的に育児を行うことが困難なときに
支援を行う「すみずみ子育てサポート」事業を実施しています。

　越前町教育支援センターでは、登校することに不安を持っていたり、
なやみをもっていたりする人たちの応援をしています。

すみずみ子育てサポート実施中

越前町教育支援センターを開設しています！

◎対象　小・中学生、保護者

場　　　　　所 教育相談員 電　話　番　号
越前町生涯学習センター 松　山　文　雄 ☎34 - 8 7 1 8（直通）
宮崎コミュニティセンター 水　上　富　子 ☎32 - 7 7 0 0（直通）
越前コミュニティセンター 仲　保　チエコ ☎37 - 2 2 6 2（直通）
織田コミュニティセンター 小　柳　千　代 ☎36 - 2 2 3 7（直通）

　毎週月曜日（年末年始・祝日・長期休業中は除く）の午後2時から午後4時の間は、教育相談員が常駐し、
電話による相談も受付しています。

越前陶芸まつり実行委員会　 ☎32－2000問合せ先

問合せ先

学校教育課　 ☎34－8716問合せ先

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

に
対
し
て
「
困
っ
て
い
る
こ
と
」

や
「
要
望
し
た
い
こ
と
」
ま
た
は

「
苦
情
」
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
行

政
相
談
委
員
」
が
、
そ
の
解
決
や

実
現
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

4
月
1
日
付
け
で
、
次
の
2
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

【
再
任
】
古
川　

英
彦
さ
ん
（
小
曽
原
）

【
再
任
】
濵
野　

仁
史
さ
ん
（
小　

樟
）

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
０

行
政
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

こ
の
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
て
町
が

支
援
を
行
う
制
度
で
す
。
保
護
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り

所
得
を
審
査
し
、
準
要
保
護
児
童
生
徒
と
し
て
認
定
さ

れ
た
場
合
、
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
、

学
校
給
食
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
人
は
、
学
校
に
申
し
出
て
申

請
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
地
区
を
担

当
す
る
民
生
委
員
に
提
出
く
だ
さ
い
。
家
庭
環
境
が
変

わ
っ
た
場
合
な
ど
い
つ
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

学
校
教
育
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
６

越
前
町
就
学
援
助
費
支
給
制
度

（
小
中
学
生
対
象
）の
お
知
ら
せ
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統
計
調
査
員
と
は

　

各
種
統
計
調
査
に
お
い
て
、実
際
に
調
査
票
の
配
付
や
回

収
な
ど
の
仕
事
を
行
う
人
を「
統
計
調
査
員
」と
い
い
ま
す
。

調
査
員
の
仕
事
内
容

●
 

調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出
席

●
 

調
査
の
準
備

●
 

調
査
票
の
記
入
依
頼
と
配
付

●
 

記
入
さ
れ
た
調
査
票
の
回
収

●
 

集
め
た
調
査
票
の
点
検
と
整
理

●
 

調
査
関
係
書
類
の
提
出

応
募
資
格

●
 

年
齢
が
20
歳
以
上
で
健
康
な
人

●
 

責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人

●
 

調
査
上
知
り
得
た
秘
密
を
保
護
で
き
る
人

●
 

税
務
、警
察
、選
挙
事
務
な
ど
に
直
接
関
係
の
な
い
人

募
集
期
間　

随
時
募
集

そ
の
他

　

調
査
員
の
選
任
は
、調
査
の
規
模
、登
録
者
の
住
ま
い
の
地

域
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
行
い
、調
査
実
施
前
に
従
事
依

頼
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
０

遺
跡
の
発
掘
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

発
掘
の
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。
町
の
歴
史
を
塗
り
か
え

る
大
発
見
に
立
ち
会
い
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

7
月
後
半
〜
8
月
初
旬

　
　
　
　
　

8
月
後
半
〜
9
月
中
頃

募
集
期
間　

5
月
1
日（
水
）〜
15
日（
水
）

募
集
人
数　

5
人
程
度

　
　
　
　
　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面
接
を
し
ま
す
。

対　
　

象　

町
内
在
住
で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
。
期
間

　
　
　
　
　

を
と
お
し
て
働
け
る
人
。

問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室　

☎
３
４ｰ

８
７
３
０

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

遺
跡
発
掘
作
業
員
の
募
集

日　
　

時　

5
月
25
日
（
土
）　

雨
天
決
行

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

集
合
場
所　
旧
萩
野
小
学
校
笈
松
分
校
（
越
前
町
笈
松
２
４ｰ

３
７
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
ま
で
に
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
コ
ー
ス　

笈
松
分
校
か
ら
出
発
。
途
中
山
菜
採
り
を
楽
し

み
な
が
ら
越
知
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

 

所
要
時
間
は
約
2
時
間
半
（
4
㎞
）

Ｂ
コ
ー
ス　

幼
児
、
高
齢
者
向
け
で
、
花
立
峠
ま
で
車
で
移

動
し
ま
す
。

 

花
立
峠
か
ら
越
知
山
頂
ま
で
は
約
1
時
間

（
1.3
㎞
）

 

山
頂
で
は
、
笈
松
で
採
れ
た
お
米
や
山
菜
を

使
っ
た
お
弁
当
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

持
ち
物　

水
筒
、
雨
具
、
着
替
え
、
防
寒
具
な
ど

参
加
料　

１
，０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
ハ
ガ
キ
の
場
合
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生

年
月
日
、
性
別
、
コ
ー
ス
名
を
記
載
）

　
　
　
　
　
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限　

5
月
15
日
（
水
）

申
込
・
問
合
せ
先　

昭
和
の
学
校
笈
松
分
校
運
営
委
員
会

　

織
田
８
５ｰ

５
４　

担
当
：
林　

晴
美　

☎
３
６ｰ

０
０
１
６

昭
和
の
学
校
笈
松
分
校

「
春
の
遠
足
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

5月のオススメPICK UP ! 情報

• 開催中！ 山野草展　5月6日（月）まで
身近な山野で見られる野草から希少種まで、解説つきで展
示する「生きた植物標本展」です。
• 5月4日（土） 植物園の日
春の植物の植物講座と、学芸員によるミニコンサートを行います。
また、どんぐりストラップ作りも無料で体験できます。
福井総合植物園プラントピア　☎34 ｰ 1120

• 開催中！「一楽・二萩・三唐津」展　6月30日（日）まで
江戸時代初期の作品を中心に展示します。昔の茶人たち
を魅了した茶陶をお楽しみください。
• 電動ろくろ無料体験　5月3日（金）～6日（月）
電動ろくろで作品作りに挑戦！人気の体験コースを特別
に無料体験できます。
福井県陶芸館　　　☎32 ｰ 2174

• 5月3日（金）～6日（月）　宝探しゲーム開催！
館内各所に隠された秘密の言葉を見つけ、暗号を解読しよ
う！正解者には、もれなく豪華賞品が当たっちゃう特別企
画です。ぜひ、この機会にお越しください。
越前がにミュージアム　☎37 ｰ 2626

• ゴールデンウイーク特別企画！　5月3日（金）～6日（月）
期間中ご来館のお子さん合計120人（各日先着30人）に、ステキ
な賞品をプレゼントします！ぜひ、この機会にお越しください。
アクティブハウス越前・露天風呂漁火　☎37 ｰ 2360

• 5月の越前陶芸村文化交流会館イベント情報  （入館無料）
• のんびり市　5月19日（日）
•越前陶芸まつりお休み処　のんびりCafé
  5月25日（土）～27日（月）
•好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！  （常設）
  珈琲サロン 「Coin Café　越前焼で珈琲時間」
越前陶芸村文化交流会館　☎32 ｰ 3200

• たけのこ掘り体験　5月4日（土）、5日（日） （事前申込必要）
3キロまでお持ち帰り可能です。掘った後には焼たけの
こなども味わえ、春の自然を満喫できます。
農産物直売所 おもいでな　☎32 ｰ 3545

• 原木しいたけ菌打ち体験　5月12日（日） （事前申込必要）
「もりの学舎（まなびや）」で原木しいたけの菌打ち体験を開催しま
す。親子での参加大歓迎です。ぜひ、この機会にご参加ください。
悠久ロマンの杜 　☎36 ｰ 2050

2013年
5月 電話番号

（市外局番：
0778）

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

朝
日
地
区

泰澄の杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 34 ｰ 2322
福井総合植物園プラントピア ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 34 ｰ 1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 34 ｰ 2850
幸若苑 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34 ｰ 2095

越
前
地
区

国民宿舎　かれい崎荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39 ｰ 1211
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39 ｰ 1126
越前温泉露天風呂「漁火」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 37 ｰ 2360アクティブハウス越前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
越前がにミュージアム ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 37 ｰ 2626
越前岬水仙ランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 37 ｰ 2501
道の湯 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 37 ｰ 2260
なぎさの湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 37 ｰ 0637

織
田
地
区

オタイコ・ヒルズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 36 ｰ 2061
悠久ロマンの杜 ･朋楽の里 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 36 ｰ 2050
織田文化歴史館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 36 ｰ 2288
雨田光平記念館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 36 ｰ 2666

宮
崎
地
区

花みずき温泉「若竹荘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32 ｰ 2753
おもいでなファーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32 ｰ 3545
越前陶芸村文化交流会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 32 ｰ 3200
福井県陶芸館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 32 ｰ 2174
陶寿園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32 ｰ 3105

○ 通常営業　　× 休館

ゴールデンウィーク期間営業案内日　
　

時　

5
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

越
前
町 

杖
立
（
上
糸
生
）　

　
　
　
　
　
「
奥
糸
生
地
区
多
目
的
集
会
施
設
」（
旧
小
川
分
校
）

参
加
者　

越
知
山
を
愛
す
る
か
、
自
然
を
愛
す
る
人

　
　
　
　
　
（
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

見
ど
こ
ろ　

①
美
し
い
ブ
ナ
林　

②
新
緑

　
　
　
　
　

③
千
三
百
年
の
歴
史

　
　
　
　
　

④
泰
澄
塾
生
の
史
跡
案
内
・
解
説　

　
　
　
　
　

⑤
霊
水
…
長
寿
の
独
鈷
水

　
　
　
　
　

⑥
山
頂
で
の
日
本
山
岳
会
主
催

「
泰
澄
祭
：
音
楽
イ
ベ
ン
ト
」

日　
　

程　

午
前
8
時
10
分　

受
付
開
始

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分　

入
山
式

　
　
　
　
　

午
前
9
時　
　
　

出
発　

　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分　

山
頂
到
着　

越
知
神
社
参
拝

　
　
　
　
　

午
後
0
時　
　
　

泰
澄
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昼
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
の
院
散
策
な
ど

　
　
　
　
　

午
後
2
時　
　
　

下
山
開
始
（
原
則
と
し
て
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
コ
ー
ス
を
下
る
）

　
　
　
　
　

午
後
4
時　
　
　

下
山
、解
散
（
旧
小
川
分
校
）

持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
お
や
つ
、
雨
具
、
軍
手
、
防
寒
具

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
、参
加
費
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

当
日
は
登
山
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
主
催
者
負
担

で
参
加
者
全
員
分
加
入
済
み
で
す
が
、
事
故

や
ケ
ガ
は
各
自
の
責
任
と
し
て
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
登
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局　

☎
３
４ｰ

１
２
０
３

☎
０
９
０ｰ

６
８
１
０ｰ

５
８
３
９

第
25
回
越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク
開
催
の
ご
案
内
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悠
久
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
、
輝
け
る
越
前
の
歴
史
・
文
化
を

知
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
世
に
語
り
継
ご
う
。

　

越
前
発
信
・
地
域
密
着
型
、
越
前
学
講
義
。

　

身
近
な
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
題
材
に
、
越
前
を
語
る
。

名
誉
塾
長　

梅
原　
　

猛
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

塾　
　

長　

内
藤　

俊
三
（
越
前
町
長
）

講　
　

師　

堀　
　

大
介
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

小
辻　

陽
子
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

村
上　

雅
紀
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

松
本　
　

淳
（
福
井
総
合
植
物
園
園
長
）

　
　
　
　
　

早
坂　

英
介
（
福
井
総
合
植
物
園
学
芸
員
）

外
部
講
師　

藤
川　

明
宏
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

藤
本　

康
司
（
勝
山
市
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

花
山　
　

晃
（
は
し
和
文
化
研
究
会
会
長
）

定　
　

員　

先
着
30
人

募
集
対
象　

18
歳
以
上　

町
内
在
住
者

募
集
期
間　

5
月
1
日（
水
）〜
15
日（
水
）

申
込
方
法　

左
記
連
絡
先
に
電
話
で
申
込
み

（
受
付
は
平
日
に
限
り
ま
す
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
４ｰ

２
７
２
０

講
義
1　

神
功
皇
后
と
応
神
天
皇
の
謎
―
越
前
町
の
歴
史
も

絡
め
て
―

　

講
師　

堀　

大
介

　

期
日　

5
月
18
日（
土
）

　

場
所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　

越
前
町
に
は
八
坂
神
社
（
応
神
宮
・
応
神
寺
）
な

ど
神
功
皇
后
・
応
神
天
皇
ゆ
か
り
の
寺
社
が
あ
る
。

神
功
皇
后
は
謎
の
多
い
人
物
。
記
紀
の
創
作
か
実

平
成
25
年
度
越
前
学
悠
久
塾
塾
生
募
集

在
か
、
そ
の
背
景
に
継
体
天
皇
の
存
在
が
見
え
て

く
る
。
謎
の
４
世
紀
、
古
代
史
の
真
相
に
せ
ま
る
。

講
義
2　

越
前
町
の
毒
キ
ノ
コ
と
そ
の
効
用

　

講
師　

松
本　

淳

　

期
日　

6
月
15
日（
土
）

　

場
所　

福
井
総
合
植
物
園

内
容　

越
前
町
で
採
集
さ
れ
る
毒
キ
ノ
コ
を
も
と
に
、
キ

ノ
コ
の
効
用
に
つ
い
て
考
え
る
。
実
際
に
植
物
園

で
採
集
さ
れ
る
毒
キ
ノ
コ
に
も
触
れ
る
。

講
義
3　

越
前
・
若
狭
の
仏
像
に
み
る
観
音
信
仰

　

講
師　

藤
川　

明
宏

　

期
日　

7
月
20
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

朝
日
観
音
や
日
吉
神
社
な
ど
、
越
前
町
の
仏
像
を

と
お
し
て
神
仏
習
合
や
観
音
信
仰
の
歴
史
に
つ
い

て
考
え
る
。

講
義
4　

越
前
・
若
狭
民
話
考
ふ
た
た
び

　

講
師　

小
辻　

陽
子

　

期
日　

8
月
24
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

民
俗
学
に
お
け
る
民
話
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、

越
前
・
若
狭
に
伝
わ
る
民
話
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

講
義
5　
越
前
町
の
気
候
に
合
わ
せ
た
植
物
の
上
手
な
育
て
方

　

講
師　

早
坂　

英
介

　

期
日　

9
月
21
日（
土
）

　

場
所　

福
井
総
合
植
物
園

内
容　

植
物
を
栽
培
す
る
に
は
原
産
地
の
気
候
を
知
り
、

生
育
環
境
を
再
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
原

産
地
と
育
て
る
場
所
の
気
候
の
違
い
を
修
正
し
て

植
物
を
栽
培
す
る
方
法
を
考
え
る
。

講
義
6　

対
談　

企
画
展
覧
会
に
つ
い
て
語
ろ
う　

　

講
師　

堀　

大
介
・
村
上　

雅
紀

　

期
日　

10
月
19
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

企
画
展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
日
本
海
か
ら
あ
が
っ
た
土

器
な
ど
を
中
心
に
環
日
本
海
文
化
に
つ
い
て
語
る
。

講
義
7　
白
山
へ
の
道
―
白
山
平
泉
寺
の
発
掘
調
査
を
通
じ
て
―

　

講
師　

藤
本　

康
司

　

期
日　

11
月
16
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

白
山
平
泉
寺
の
発
掘
調
査
を
通
じ
て
、
白
山
と
泰

澄
大
師
に
つ
い
て
考
え
る
。

講
義
8　

越
前
町
の
民
俗
行
事
今
む
か
し

　

講
師　

小
辻　

陽
子

　

日
時　

12
月
21
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

町
内
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
民
俗
行
事
の
変
化

に
つ
い
て
考
え
る
。

講
義
9　

仏
教
史
年
表
を
読
む　

初
期
寺
院
編

　

講
師　

村
上　

雅
紀

　

期
日　

１
月
18
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　
『
福
井
県
史
』
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
た
福
井
県
仏

教
史
年
表
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
越
前
・
若
狭
に
お

け
る
初
期
寺
院
の
成
立
と
展
開
を
概
観
す
る
。

講
義
10　

座
談
会　

越
前
・
若
狭
の
食
文
化

　

講
師　

花
山　

晃
・
松
本　

淳
・
堀　

大
介
・

　
　
　
　

早
坂　

英
介
・
村
上　

雅
紀

　

期
日　

２
月
15
日（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

食
に
恵
ま
れ
た
御
食
国
の
福
井
。
そ
の
魅
力
に
つ

い
て
、
考
古
学
・
植
物
学
・
文
化
史
学
・
仏
教
学
・

和
文
化
学
の
視
点
か
ら
語
り
合
う
。

公
開
講
座　

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会

　

講
師
・
日
時
・
場
所　

未
定

　

※
講
義
の
開
始
時
間
は
午
後
１
時
30
分
。
講
義
1
の
み

午
後
2
時
。
講
義
内
容
、
日
程
、
場
所
に
関
し
て
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

主　催 第63回“社会を明るくする運動” 
越前町推進委員会

募集規定 ⑴　対　象
  ・標語、作文とも町内に住所を有するか

勤務する人
 ⑵　原　稿
  ・標語、作文とも原稿用紙とし、作文は

400字詰め原稿用紙3～ 5枚とします。
  ・応募はそれぞれ一人1点とします。
  ・ 標語および作文ともに未発表のものに

限ります。
 ⑶　締切り　5月31日（金）必着

 ⑷　提出先
越前町役場社会福祉支援室内“社会を
明るくする運動”越前町推進委員会

審　査　推進委員会に設置する「標語・作文審査
委員会」が行います。

表　彰 ⑴　標語・作文ともに概ね最優秀賞1点、
優秀賞3点とします。

 ⑵　表彰は、7月下旬開催予定の推進委
員会の席上にて行います。

その他 作品の著作権、版権などは推進委員会に
帰属し、返却は行いません。

 作文は、1枚目の1行目に題名を、2行目
に氏名を書いてください。

 標語・作文ともに氏名にはふりがなをつ
けてください。

趣　旨 　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生に
ついて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうと
する全国的な運動です。

 　標語・作文の募集は、非行問題などに関して日ごろ考えていることや体験したことを表現するこ
とで、本運動に対する理解を深め、併せてこれらの作品の広報をとおして町民の関心を高め、理解
を深めることをねらいとします。

第63回 「社会を明るくする運動」 標語・作文の募集第63回 「社会を明るくする運動」 標語・作文の募集
“社会を明るくする運動”越前町推進委員会“社会を明るくする運動”越前町推進委員会

社会福祉支援室　 ☎34－8724問合せ先

　越前町には多くの歴史や文化・伝統、そして素晴らしい風景の数々があります。越
前町の自慢を「写真」で表現し、広く発信します。
　応募作品の中から優秀作を表彰し、入賞作品は、今後町の観光ポスターなど越前町
の観光PRに幅広く使われます。
応募テーマ　越前町内で撮影された 「思い出の場所、お気に入りの風景、懐かしさ、
　　　　　　温かさ、楽しさを感じさせる写真」
撮 影 期 間　平成25年4月1日 ( 月 ) ～平成26年1月31日（金）
応 募 締 切　平成26年1月31日（金）必着
部　　　門　写真部門 ※横版のみ ポスター写真部門 ※縦版のみ

 各　　賞（全20点）
 　大　　　　賞　1点 ………賞金10万円
 　最 優 秀 賞　各部門1点 …賞金3万円
 　優　秀　賞　各部門1点 …賞金1万円
 　越前町長賞　1点 …………賞金5千円
 　審査員長賞　1点 …………賞金5千円
 　各後援団体賞　計9点 ………… 記念品

 　入　　　　選　計4点 ………… 記念品

前回　特選写真
「遅咲きでごめんなさい」

前回ポスター部門
大賞写真  「この町が好き」

前回写真部門　大賞写真
「桜ふぶきだ～」

第７回越前大自慢写真コンテスト

商工観光課　 ☎34－8720問合せ先
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公益社団法人地域医療振興協会
越前町国民健康保険織田病院　☎36－1000

～あなたの体年齢はいくつ？～～あなたの体年齢はいくつ？～
自分の体を知ろう

織田病院織田病院
かんごフェアかんごフェア

日　　時 ● 5月20日（月）～24日（金）
午前9時～午後1時

場　　所 ● 織田病院1階 待合ホール
料　　金 ● 無料
実施内容 ● ポスター掲示・看護相談

5月21日（火）のみ午前9時～午後3時30分まで以下のことを実施いたします。5月21日（火）のみ午前9時～午後3時30分まで以下のことを実施いたします。

血圧測定 身長測定  
体重測定

血管年齢測定
肺年齢測定
骨密度測定

フットケア
（足の観察・ケア方法）

薬や食事に
関しての相談 看護、介護相談

職員一同、多数の職員一同、多数の
ご参加お待ちしておりますご参加お待ちしております 問合せ先

健康増進室  ☎36－1375問合せ先

ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防接種1

日本脳炎2

予防接種予防接種ののお知らせお知らせ

　4月から定期予防接種になり、無料で受けることができるよ
うになりました。
右記の対象年齢の人で、予診票または接種券ハガキがない
人は、下記までお知らせください。

　下記対象の人で接種を希望する場合は
予診票を発行します。
　接種回数が不足している人は、残りの
回数を受けることができます。

ヒ ブ
2か月～5歳の誕生日の前日の人

小児用肺炎球菌

子 宮 頸 が ん 中学1年～高校1年相当の女子

生　年　月　日 平成19年4月2日～
平成22年4月30日生

平成7年4月2日～
平成19年4月1日生

1　期
（1～3回目）

年 齢 3歳～ 7歳半 20歳未満

接種回数
初回2回 初回2回
追加1回 追加1回

2　期
（4回目）

年 齢 9 ～ 13歳未満 9～ 20歳未満
接種回数 1回 1回

※中学生や高校生もスポーツ少年団に加入できます。

一人でも多くの青少年にスポーツの歓びを！

　スポーツをとおして交流の輪を広げてみましょう。
　まずは気軽に練習を見学してみてはいかがですか。練習場所と時間はお問い合わせください。
　また、新しくスポーツ少年団を登録して活動することもできますので、お気軽にお問い合わせ
ください。
　なお、団の登録申請期限は6月28日（金）までとなっていますのでご注意ください。
　（複数の団に登録して活動することも可能です。）

スポーツ少年団に加入してみませんか！

越前町スポーツ少年団事務局 （越前町生涯学習センター 文化スポーツ室内）　☎34－8730問合せ先

バレーボール
朝 日 朝 　 日

宮 崎
宮 崎 男 子
宮 崎 少 女

越 前
四 ヶ 浦
城 　 崎

織 田
織 田 男 子
織 田 女 子

野　　球
朝 日 朝 　 日
宮 崎 宮 　 崎
越 前 越 　 前

織 田
織 　 田
織 田 中 学

ホッケー

朝 日
朝 　 日
常 　 磐
糸 　 生

織 田 エチゼンホームズ

剣　　道
朝 日 朝 　 日
越 前 越 　 前
織 田 織 　 田

キックボクシング
朝 日 ボーイジム

空　　手
朝 日 朝 　 日

ミニバスケット

宮 崎
宮 崎 少 年
宮 崎 少 女

卓　　球

朝 日
朝 　 日
糸 　 生

織 田 織 　 田

複合（複数種目）
織 田 萩 　 野

計：27団

＊健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。
＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行っています。
＊大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回収しています。

健康増進室  ☎36－1375　　保健衛生課  ☎34－8710問合せ先

実　施　日 会　　　　場 受付時間
健康診査
および

肺がん検診

胃がん
検診

乳がん検診
および

子宮頸がん検診

5月14日（火）城ヶ谷地区集会施設 　８ ：３０～ ９ ：３０ ○
　９ ：００～ ９ ：３０ ○

5月20日（月）
織田農村環境改善センター
「サンライズ織田」

　８ ：３０～ ９ ：３０ ○
９ ：００～１０：３０ ○
１３：１５～１４：１５ ○

八田集落センター １３：３０～１４：００ ○

5月24日（金）
高佐地区集会施設 　８ ：３０～ ９ ：３０ ○

　９ ：００～ ９ ：３０ ○
平等婦人の家 １３：００～１３：３０ ○
西三区集落センター １４：３０～１５：００ ○

6月1日（土）越前町役場
　８ ：３０～ ９ ：３０ ○
　９ ：００～１０：００ ○
１３：１５～１４：１５ ○

6月3日（月）広野・蚊谷寺集落センター １３：００～１３：３０ ○
八田新保・舟場集落センター １４：３０～１５：００ ○

6月4日（火）大樟地区集会施設
　８ ：３０～ ９ ：３０ ○
　９ ：００～ ９ ：３０ ○

道口地区集会施設 １３：３０～１４：００ ○

6月5日（水）樫津集落センター「隣保館」
　８ ：３０～ ９ ：３０ ○
　９ ：００～ ９ ：３０ ○

田中集落生活改善センター １３：３０～１４：００ ○

6月13日（木）萩野生活改善センター
　８ ：３０～ ９ ：３０ ○
　９： ００～１０：００ ○

岩開集落生活改善センター １３：３０～１４：００ ○

健康診査 乳がん検診健康康診査 乳がん検診診

成人の健康診査成人の健康診査



●予約制（匿名でも可）　●相談時間は、一人５０分程度（内容により時間が前後することがあります。）

「心をいやす相談会」のご案内  

保健衛生課　☎34－8710問合せ先

5月29日（水）
午前9時３０分～午前11時３０分
越前町社会福祉センター　朝寿殿

無　料

千崎　愛　さん（臨床心理士）日　時 カウンセラー

場　所

料　金

　子どもの発達相談や、スクールカウン
セラー、大人のストレス相談など幅広い
経験をもったカウンセラーが応じます。

　「ひどいストレスを感じている」、「気持ちが落ち込んでいる」、「人間関係に悩んで
いる」、「眠れない」など、つらい気持ちをひとりで抱えていませんか？
　からだと同じようにこころが疲れることは誰にでもあることです。こころの専門家に
相談することはけっして特別なことではありません。カウンセラーと話すことでこころが
軽くなったり、解決の糸口が見つかることもあります。お気軽にご相談ください。
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甘い口転ぶでないと念押され 武藤　久子
五本指の靴下を履き脳刺激 山内　千代

生きる事に転び上手な姫だるま 山谷　ゆり
脇役の靴下派手に決めておく 司辻　文子 広報えちぜん 22平成25年５月号23 広報えちぜん

平成25年５月号

福井県と越前町の共同事業

　町から送付される『健康チェックリスト』に回答していただき、脳の元気度をチェックするものです。
　結果により、医療機関での相談の勧めがありましたら、ぜひ、かかりつけの先生などにご相談ください。
健康を保つためのアドバイスも、あわせて受けられます。

●問合せ先

越前町地域包括支援センター  ☎３６-１０６７
福井県長寿福祉課在宅ケア推進グループ  ☎０７７６-２０-０３３２  

「もの忘れ検診」のお知らせ「もの忘れ検診」のお知らせ

越前町

医療機関

①チェックリストを送付

⑤検査・診断

③結果のお知らせ（受診の勧めなど）

②チェックリストを記入・返送

④気がかりな点がある場合は受診

65歳以上で要介護認定を
受けていない人

※2～ 3年に分けて実施されます。

「もの忘れ検診」の流れ

住民

『健康チェックリスト』で脳の元気度チェック！！

受診した結果、初期の
脳梗塞や認知症が発見されています。

早期発見・早期治療が
大変重要です！

　これから暖かくなり、おむつをはずしパンツへ移行する
のによい季節になりますね。着ているものが薄く、失敗して
も洗濯がしやすいので始めてみましょう。

① オムツが汚れていない時にオマルに座らせてみましょう。
 「シーシー、おしっこでるかな？」と言葉がけしながら待ち
ましょう。

② タイミングよく出たら一緒に喜んであげましょう。
必ずほめること。

③ 嫌がるようでしたら、無理強いせず機嫌のよいときを見計
らっておこないましょう。また、子どもが行きたくなるよう
なトイレにしましょう。キャラクター入りのスリッパもいい
ですね。ともかく、気長に焦らず進めましょう。

子育て支援課  ☎34－8725問合せ先

第2回目はトイレトレーニングに
関するアドバイスです。子育て子育て

アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

トラブル
注意報 「裁判に出す」と脅す

健康食品送りつけに注意
　突然知らない業者から「注文を受けた健康食品が準備できたので代引きで送る」と電話があった。
注文した覚えはなかったのでびっくりして断ると、「注文を受けたときの録音もある。裁判に出して
もいいんだ」など、とても強引な口調で言われ、こちらの話は全く聞いてもらえなかった。そのうち「商
品はセット販売で3回分注文されているが、1回分の2万円を支払ってくれればその後の契約は取り消
す」と言われたので、裁判などこれ以上面倒なことに巻き込まれたくない一心で、承諾してしまった。
翌日商品が届いて中身を見たが、やはり注文した覚えは全くない。返金してほしい。（70歳代　男性）

●注文した覚えがないのに「注文されている」などと言われて健康食品を送りつけられるトラブ
ルの中で、最近「注文したときの録音がある」「裁判に出す」などと脅す手口が見られます。

● このようなケースでは、恐怖心や関わりたくないという思いから、購入を承諾してしまうこと
もあります。

● 一方的に「商品を送る」などと言われても、身に覚えがなければきっぱり断りましょう。承諾
していないのに商品を送りつけられたときは、代金支払いの義務はなく、受け取る必要もあり
ません。

● 断りきれずに承諾し商品が届いてしまっても、クーリング・オフができる場合があります。

被害にあわないために、ひとこと助言

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370



くり返し転んで起きる人生譜 向當みつ子
七転び草は自在にまた起きる 上坂　末男

お多福の妻が我家の潤活油 木下百合子
擦り切れた靴下が知る父の愛 原　　榮子 広報えちぜん 24平成25年５月号25 広報えちぜん
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5月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch・デジアナ2ch）

★ 生中継
 「土曜の朝は まいど わいど 生放送！」
 越前陶芸まつり
 【 5月25日（土） 】
 【生放送】 10：00～11：45
 【再放送】 15：30～17：00　　22：00～23：30
 　　　　 ※再放送は当日のみ

◎ 「Jr.＋（ジュニアプラス）」
 朝日野球スポーツ少年団
 【 5月18日（土）～5月24日（金） 】
①  8：30～  8：40　　②13：30～13：40
③18：30～18：40　　④22：30～22：40

◎ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
 西徳寺保育園
 【 5月25日（土）～5月31日（金） 】
 ①  8：40～  8：45　　②13：40～13：45
 ③18：40～18：45　　④22：40～22：45

◎ 「丹南ふれあい百景　おたっしゃ珍道中」
 「春の越前町をぶらり旅」の巻
 【 5月11日（土）～5月17日（金） 】
 ①  9：00～  9：15　　②14：00～14：15
 ③21：00～21：15

◎ 「丹南のお店情報　みせばん」
 ビストロ ぷう・あ・ぷう
 【 5月11日（土）～5月17日（金） 】
 ①  8：55～  9：00　　②13：55～14：00
 ③18：55～19：00　　④22：55～23：00

◎ 「越前町いきいき情報局」
 第33回越前陶芸まつり開催！
 【 5月11日（土）～5月24日（金）】
 定年齢認知症健診について
 【5月25日（土）～6月7日（金）】
 ①  7：55～  8：00　　　②12：55～13：00
 ③19：55～20：00

広告を募集しています広告を募集しています
コミュニティバス車内での広告を募集しています

まちづくり課　☎34－8714問合せ先

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承
ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課  ☎21－3277
　　　　　URL　http://www.t-catv.co.jp

※その他の番組の放送予定は、電話またはホームページ
でご確認ください。

　コミュニティバスは、買い物や通院などで多くの人（年間5万人以上）が利用しています。車内
広告を掲載することで、利用者に直接PRすることができます。
　広告を希望する人は、申請書に必要事項を記入し、まちづくり課までお申し込みください。申請
書は役場まちづくり課または越前町ホームページからダウンロードすることができます。
（URL http://www.town.echizen.fukui.jp/webworks/web/service/detail.jsp?id=880）

　掲 示 方 法 コミュニティバス車内の車窓
 上部掲示板に設置
　掲示物規格 縦36.4cm×横51.5cm
 （B3判）以内
　掲 示 料 金 1台あたり1,000円／１枚 ･30日
　対 象 車 両 環状ルート右回り・左回り、
 朝日・宮崎・越前・織田地区
 巡回ルート

★軽自動車税について
Ｑ： 廃車（譲渡）したはずなのに、税金の通知が届いたのですが？

Ａ： 軽自動車税は、4月1日現在、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車、二輪の小型自動車
を所有する人にかかりますので、4月2日以降に廃車 ( 譲渡 ) の手続きをしても、その年度の軽
自動車税は一年分かかります。4月1日以前に手続きしたのに納税通知書が届いた場合には、次
のケースが考えられます。
1． 人に譲った場合
 譲り受けた人が名義変更の手続きをしていないことが考えられます。至急、名義変更の手続

きをしたうえで軽自動車税をお支払いください。
２．運輸支局・軽自動車協会で手続きをした場合
　　軽自動車や125CC以上の二輪車の場合、運輸支局や軽自動車検査協会で手続きを行ったと

きに不備があることが考えられます。このようなケースは、町から運輸支局や軽自動車検査
協会に調査しますので、ご連絡ください。

３．業者に依頼して廃棄・解体した場合
 業者に引き取ってもらった場合、廃車手続きを行わずに解体したことが考えられます。

125CCまでの原動機付自転車は、解体業者の発行する「解体証明書」を提示していただけ
れば、その日にさかのぼり廃車としています。軽自動車、125CC以上の二輪車については、
依頼した業者、軽自動車検査協会または運輸支局にお問い合わせください。

 　　　　　　　　　　　　　　　軽自動車検査協会　福井事務所　☎0776-38-9127
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  福井運輸支局　☎050-5540-2057

Ｑ： 軽自動車税を口座振替にしてありますが、車検のときの納税証明書はどうすればよいですか？

Ａ： 口座振替にされている人には振替日の約1週間後に、ハガキで車検用の納税証明書を郵送します
ので、そのハガキで車検を受けてください。また、振替日からハガキが送られるまでの間に車検
を受ける人は、振替されたことが記載された通帳を、役場税務課、各コミュニティセンター住民
サービス室へお持ちになり、車検用の納税証明書の交付を受けてください。

軽自動車税の納期限は5月31日（金）まで

　平成25年度の軽自動車税は5月31日（金）が納期限になります。
　自宅に郵送された納付書により、役場、各コミュニティセンター住民サービス室、各金融機関また
はコンビニエンスストアで納付してください。
　また、障がい者本人や障がい者と生計を一にする人、もしくは障がい者を常時介護する人が運転す
る自動車で、一定の要件に該当すれば軽自動車税が減免される場合があります。その場合には、納期
限の7日前（5月24日（金））までに役場税務課または各住民サービス室で申請してください。

税務課  ☎34-8709問合せ先

税務課　　　　　　　☎34-8709
宮崎住民サービス室　☎32-7711
越前住民サービス室　☎37-7711
織田住民サービス室　☎36-7711

問合せ先

納税のお知らせ
固定資産税　　　第1期

納期限　　4月30日（火）
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実　施　日 場　　所 電話番号

̶ あ さ が お 保 育 園 34－1110

̶ 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

̶ 朝 日 西 保 育 所 34－5602

̶ 朝 日 北 保 育 所 34－1762

̶ 朝 日 南 保 育 所 34－1614

̶ 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

̶ 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常　　　　 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常　　　　 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。
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靴下をこつこつと編む母の愛 関谷美和子
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人口と世帯
（4月1日現在）
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人　口 23,580人

　男 11,393人
　女 12,187人
世帯数 7,375戸

（前月より68人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）
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おはよう !  からはじめる家族時間  ～工夫して家族の時間を増やしましょう～

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

★新しい図書館協議会
委員の皆さんです★

★おはなしひろばスペシャルが
織田分館で開催されました★

★本屋大賞＆ノミネート作品織田分館で図書展示★

　委員の皆さんには、平成25年4月1日～
27年3月31日までの2年間、町内4図書館
の事業・運営などについてご意見・ご助言
をいただきます。

　織田地区の読み聞かせ
グループ「おはなしひろ
ば虹」の皆さんによる楽
しい催しが、3月27日に
開かれました。
　紙芝居や大型絵本の読みきかせのほか、
ギターや笛の生演奏などの多彩な演出に
子どもたちは大喜びでした。

　織田分館では2004年の第1回目から現在まで
の本屋大賞およびノミネート作品（当館所蔵）を
紹介しています。本屋大賞とは、書店員の投票に
よってノミネート作品および大賞が決定される
文学賞です。この機会にぜひ読んでみませんか。

地区名 氏　　名 住　所

朝　日
福　島　一　郎 西田中
橋　本　敏　夫 市
岡　山　夕　子 朝　日

宮　崎
吉　田　　　滋 樫　津
山　下　美　子 樫　津

越　前
清　水　美豆枝 宿
京　谷　美智子 小　樟

織　田
山　岸　義　宏 赤井谷
大　川　寛　子 下河原
小　柳　千　代 堤

学　校
清　水　里　枝 城崎小
水　嶋　孝　子 織田中

上
川
去　

蕗
野　

利
榮
さ
ん
（
87
歳
）

岩　

開　

宮
原

ず
子
さ
ん
（
96
歳
）

気
比
庄　

松
山　

行
雄
さ
ん
（
80
歳
）

気
比
庄　

清
水
シ
ゲ
ヲ
さ
ん
（
87
歳
）

気
比
庄　

木
村
シ
ズ
ヱ
さ
ん
（
88
歳
）

大　

畑　

藤
﨑　

清
市
さ
ん
（
82
歳
）

小　

倉　

安
井　

俊
一
さ
ん
（
65
歳
）

樫　

津　

近
藤　

ツ
ル
さ
ん
（
102
歳
）

梅　

浦　

髙
橋　

佳
男
さ
ん
（
87
歳
）

梅　

浦　

伊
藤　
　

茂
さ
ん
（
71
歳
）

小　

樟　

増
田
ツ
ヤ
子
さ
ん
（
85
歳
）

大　

樟　

泉　
　

惠
一
さ
ん
（
88
歳
）

大　

樟　

川
﨑　

由
昭
さ
ん
（
70
歳
）

　

厨　
　

織
田　
　

正
さ
ん
（
78
歳
）

　

厨　
　

山
本
キ
サ
子
さ
ん
（
85
歳
）

杉
の
花　

小
辻　

博
司
さ
ん
（
53
歳
）

平　

等　

加
藤　

弘
子
さ
ん
（
69
歳
）

上　

戸　

姉
﨑　
　

稔
さ
ん
（
92
歳
）

海
を
渡
っ
た
朝
鮮
半
島
の
土
器
1

　

劔
神
社
付
近
の
あ
る
お

宅
で
、
井
戸
の
掘
削
中
に

須す

恵え

器き

系
の
青
み
が
か
っ

た
硬
質
の
土
器
が
2
点
出

土
し
ま
し
た
。
有ゆ
う

蓋が
い

高
杯

と
い
う
器
で
、1
が
蓋ふ
た

、2

が
高た
か

杯つ
き

の
部
分
で
す
（
写

真
参
照
）。
県
内
お
よ
び
国

内
出
土
の
一
般
的
な
須
恵

器
と
比
べ
て
異
質
で
、
形

態
的
特
徴
と
全
体
的
な
雰

囲
気
か
ら
「
陶と
う

質し
つ

土
器
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
陶

質
土
器
と
は
朝
鮮
半
島
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、

越
前
焼
の
源
流
と
も
な
る
焼
物
で
す
。

　

そ
の
形
態
的
な
特
徴
か
ら
朝
鮮
半
島
南
部
の

洛
東
江
下
流
東
側
、
現
在
の
釜
山
か
ら
慶
州
を

含
む
新し
ら
ぎ羅
な
い
し
新
羅
の
影
響
下
に
あ
る
地
域

で
焼
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す（
図
参
照
）。

　

と
く
に
1
の
蓋
は
慶
州
の
月
城
路
古
墳
群
2

号
墳
出
土
の
蓋
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
五
世
紀

後
葉
〜
末
、
2
の
身
は
同
4
号
墳
出
土
の
高
杯

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
世
紀
初
頭
〜
前
葉

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
上
と
下
が
か

み
合
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
ふ
た
つ
の
土
器
は
製

作
時
期
が
異
な
り
、
同
じ
高
杯
の
セ
ッ
ト
に
な

ら
な
い
の
で
す
。
井
戸
掘
削
時
と
い
う
不
時
発

見
の
状
況
か
ら
、
付
近
に
同
時
期
の
遺
物
が
ま

だ
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

な
ぜ
陶
質
土
器
が
、
劔
神
社
付
近
で
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
つ
の

仮
説
を
立
て
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
土
器
の
発
見
場
所
が
神
社
付
近
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
五
、六
世
紀
に
は
そ
の
一
帯
が
い

わ
ゆ
る
神し
ん

地ち

で
、
カ
ミ
祀
り
を
お
こ
な
っ
て
い

た
可
能
性
で
す
。
劔
神
社
に
つ
い
て
は
奈
良
時

代
の
梵ぼ
ん

鐘し
ょ
うが
あ
り
、「
劔
御
子
寺
鐘
神
護
景
雲
四

年
（
七
七
〇
）
九
月
十
一
日
」
の
銘
文
が
知
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
劔
御
子
神
社
（
劔
神
社
の
こ
と
）

が
奈
良
時
代
後
期
に
鎮
座
し
た
こ
と
の
証
で
す
。

し
か
も
付
近
の
小こ

粕が
す

窯
跡
で
発
見
さ
れ
た
八
世

紀
前
葉
の
瓦
の
存
在
を
考
え
ま
す
と
、
劔
御
子

神
社
も
そ
の
時
期
に
鎮
座
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　

陶
質
土
器
が
西
暦
六
〇
〇
年
前
後
、
劔
御
子

神
社
は
遅
く
と
も
西
暦
七
〇
〇
年
頃
に
鎮
座

し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
時
期
幅
は

一
〇
〇
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
神
地
が
五
、六
世

紀
に
存
在
し
て
い
て
、
カ
ミ
祀
り
を
お
こ
な
っ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
陶
質
土
器
は
そ
こ
で
使
用

さ
れ
た
道
具
と
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
祭
祀
を
誰
が
お
こ
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
秦は
た

氏う
じ

な
ど
の
渡
来
系
氏
族
が

関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
で
す
。
の
ち
の

史
料
に
は
な
り
ま
す
が
、
敦
賀
郡
伊
部
郷
に
は

秦
氏
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
小

粕
窯
跡
の
瓦
は
湖
東
式
と
言
い
、
滋
賀
県
湖
東

に
居
住
し
た
秦
氏
ゆ
か
り
の
も
の
で
す
。
つ
ま

り
、
劔
神
社
付
近
に
は
渡
来
系
氏
族
の
居
住
が

指
摘
で
き
る
わ
け
で
す
。
五
世
紀
後
葉
と
い
え

ば
、
全
国
的
に
多
く
の
渡
来
系
氏
族
の
存
在
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
か
ら
考

え
ま
す
と
、
ふ
た
つ
の

陶
質
土
器
は
神
社
の

存
在
だ
け
で
な
く
、
渡

来
系
氏
族
が
関
与
し

た
こ
と
の
可
能
性
を

考
え
る
う
え
で
、
貴
重

な
資
料
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

現
在
、
ふ
た
つ
の
陶

質
土
器
は
織
田
文
化
歴
史
館
で
常
設
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。文化

ス
ポ
ー
ツ
室　

学
芸
員　

堀
大
介

12

月城路
古墳群
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

5 ／ 12

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

13
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

15
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

16
1歳
6か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

17
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

1歳
6か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

18

19

【
休
日
当
番
医
】

渡
辺
内
科
医
院

☎
34
-5
51
5

20
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

21
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

22
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

23
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館
）

24
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

運
転
者
講
習
会

19
：
00
～
20
：
30

（
越
前
サ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

25
第
33
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
17
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

子
ど
も
人
権
ポ
ス
タ
ー
展

（
～
6月
1日
）

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
メ
ル
シ
）

26
第
25
回
越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク

8：
30
～
16
：
00

（
越
知
山
）

第
33
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
17
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

27
第
33
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
16
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

28
無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

29
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

心
を
い
や
す
相
談
会

9：
30
～
11
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

30
31
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

献
血

9：
30
～
11
：
30

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

13
：
00
～
16
：
00

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
メ
ル
シ
）

6 ／ 1
特
設
人
権
相
談
所

8：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

2

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

3
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

4
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

5
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

6
7
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

8
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

9：
30
～
11
：
30

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

ど
よ
う
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

14
：
00
～
14
：
30

（
町
立
図
書
館
織
田
分
館
)

9
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
開
園
記
念
日

9：
00
～
16
：
00

（
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
）

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

10
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

12
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

13
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

15

（携帯電話用） （スマートフォン用）
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